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調 査 名   

事 業 ・ 工 事 名  東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事(津市地区)

ボ ー リ ン グ 名 孔 3  ( 0 ～ 5 0 . 0 m ) 調 査 位 置 三 重 県 津 市 安 濃 町 野 口 字 稲 子 7 9 3 - 2 9 3 北 緯 3 4 ﾟ  4 7 '  1 3 . 6 5 "
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トーナル岩～花崗閃緑岩の岩相C IV c γ

棒状コア。B II

ややコアの連続性は悪い。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

淡

灰 C III
b β

棒状コア。割れ目沿いに、風化の影響が
観察される。

石英閃
緑岩

灰
黒

B II b β

棒状コア。細粒の花崗岩。白～
淡灰

B II b β

コア表面は、粘土化が認められる。

白～

淡緑

D III c γ

棒状～片状コア。細粒花崗岩の岩脈が観
察される。

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩 白 B II b β

棒状コア。面構造が強く、30°程度の傾
斜である。

白～
淡黄
土

B II b β

片状～角礫状コア。コア全体に、薄緑色
に変色し、粘土化。

中

粒

花

崗

岩

白～

淡

緑

C III c γ

棒状コア。面構造は、50°程度の傾斜。

片

麻

岩

黒～

濃茶

B II b γ

棒状コア。コア表面でマサ化が観察され
る。

中粒花
崗岩

白～
淡緑

C II c γ

棒状コア。上部と下部の境界では、やや
粘土化している。

粗粒花
崗閃緑
岩

白 C II c β

棒状コア。全体的にマサ化しており、閃
緑岩の包有物が観察される。

c γ

棒状コア。変質の影響は少ない。複数の
塩基性岩脈を含む。

中粒花
崗岩

淡
緑～

白

C II
b β

棒状コア。優白質層と優黒質層の褶曲構
造が認められる。

20cm程度破砕し、粘土状になる。

白～

黒

B II b β

片状～角礫状コア。割れ目では、緑色に
変色し弱い粘土状になる。

黒～
濃緑

C III c γ

棒状コア、比較的硬質。優黒質部が多い。

片

麻

岩

白～

黒
B II b β

細粒で緻密。やや変色しており、花崗岩
脈を複数含む。

石英閃
緑岩

黒～
濃緑

B II b γ

棒状 片状コア やや赤褐色に変色 径白～
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細粒で緻密。やや変色しており、花崗岩
脈を複数含む。

石英閃
緑岩

黒～
濃緑

B II b γ

棒状～片状コア。やや赤褐色に変色。径
10cm程度の閃緑岩の包有物有り。
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褐

III b γ

棒状コア。優白質と優黒質な部分が有る。

中

粒

花

崗

岩
白

B

II a β

棒状～片状コア。1片は3～18cm程度。

白～

灰

B b β

棒状～片状コア。やや変質しており粘土
化している

片

麻

岩 白～

茶
灰

C

III

c γ

棒状コア。細粒でトーナル岩質。苦鉄質
鉱物が多く、やや閃緑岩質になる。

B β

優白質と優黒質な部分が有る。コア表面
はややザラザラしている。

C

II b

角礫状に破砕。割れ目周辺に粘土化が認
められる。

D IV c

γ

苦鉄質鉱物が多く、閃緑岩に近い様相。
優白質岩脈を含む。

中

粒

花

崗

岩

淡

青～

灰

白

B II b β

棒状コア。上部層との境界は60°程度の
傾斜。優白質部が多く砂質。

片

麻

岩

白～

黒

B II b β

棒状～片状コア。縦方向の亀裂が入る。C III c β

棒状コア。コアの連続性は良い。割れ目
沿いで軟化しているものの、全体的に硬
質。

中

粒

花

崗

岩

淡

青～

白 B I b α

棒状～片状コア。面構造が強く30°程度
の傾斜。

白～
濃灰

III b β

棒状コア。コア表面はややザラザラして
おり、弱いマサ化している。

白～
淡肌

C

II c γ

コアの連続性は良く、割れ目は少ない。
有色鉱物の含有量がやや多くなる。

白～

濃

灰

B I a β

コア表面はややザラザラしており、薄緑
色に変色している。塩基性の岩脈や包有
物を含む。

白～

淡

赤

褐

C c γ

棒状コア。優白質と優黒質な部分が認め
られる。

B β

棒状コア。非常に硬質。優白質になり、
有色鉱物は少ない。

A

II

α

片状～角礫状コア。岩片の粘土化などは
認められない。
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